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平成26年度 第２回平戸市地域審議会議事録 

 

日 時：平成27年 2月 4日（水） 午後 1時～ 

 場 所：平戸市役所4階第2委員会室 

出席者：会長 黒﨑洋介、副会長 木村孝市 

    委員 前川栄治、大浦正巳、里美保規、福田詮、藤澤美好、松口茂生、松本フミ子、 

長嶋美智、松瀬てつ代、岩﨑美佐子 

事務局 総務部長 岡康則、地域協働課長 岡部輝幸、協働交通政策班長 江川佳徳、 

    主査 小山健二 

説明者 企画財政課長 桝田俊介、企画統計班長 山川政幸、主査 藤田親央 

 

 

○協働交通政策班長（江川佳徳）  

それでは皆様、定刻となりましたので、ただいまより平成２６年度第２回平戸市地域審議会

を始めさせていただきます。開会にあたりまして、黒﨑会長より御挨拶をお願いいたします。 

○会長（黒﨑洋介）  

改めまして、皆さんこんにちは。開会に当たりまして一言御挨拶を申し上げます。本日は、

平成２６年度第２回平戸市地域審議会を開催いたしましたところ、委員の皆様方には大変御多用

の中、お寒い中、お繰り合わせ御出席いただきいただきましてまことにありがとうございます。 

 さて、皆様も既に御承知のとおり本審議会は平成１７年１０月に市４市町村合併での協議書の

規定に基づいて設定をされ、以来今日まで９年間当該区域の案件について市長の諮問に応じて審

議を重ね、答申を行ってまいったところでございます。 

 しかし、今般、諸般の事情により本審議会の設置期間の延長案などを含め、お手元の審議事項

に基づいて御審議をいただきたいと存じますので、それぞれのお立場から活発な御意見を賜りま

すようお願いいたします。 

 以上、簡単ではございますが、開会の御挨拶とさせていただきます。本日は、よろしくお願い

いたします。 

○協働交通政策班長（江川佳徳） 

  ありがとうございました。それでは、これからの議事の進行を会長のほうにお願いいたしたい

と思います。よろしくお願いいたします。 

○会長（黒﨑洋介）  

 それでは、本日の進行役を勤めさせていただきます。皆様方の御協力よろしくお願いいたしま
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す。 

 それでは、最初に本日の議事録署名人を決めさせていただきたいと思います。本日の議事録署

名人を藤澤委員さんと、前川さん、議事録署名人になって。お二方にお願いしたいと思いますけ

れども、よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長（黒﨑洋介） 

  異議なしということでございますので、どうぞお二方よろしくお願いいたします。 

 それでは、早速本日の議事に入らせていただきます。 

 まず最初に、新しいまちづくり計画について企画財政課の担当の方から御説明をお願いいたし

ます。 

○企画財政課長（桝田俊介） 

  皆様、こんにちは。企画財政課長の桝田と申します。よろしくお願いします。それでは、座ら

せて説明させていただきます。 

 本日の議題にさせていただきました新市建設計画、新しいまちづくり計画の変更についてでご

ざいます。地域審議会につきましては、昨年の７月２４日に開催された折にその内容について御

説明をさせていただいたところでございます。簡単にこれまでの経緯についても説明させていた

だきます。 

 新市建設計画、新しいまちづくり計画は合併協議により策定された計画であり、計画期間は合

併後おおむね１０年間、平成１７年から平成２６年度までの計画として、合併市町村の４市町村

の一体性の速やかな確立を図るため、また均衡ある発展に資するためなど、公共的施設の整備事

業や旧市町村区域の地域振興等のための基金造成事業に充当する合併特例債を活用する上での計

画を策定しておるところでございます。平成２３年８月に東日本大震災の関係で、被災地につい

てはこの合併特例事業の適用期間が５年延長されました。平成２４年６月には、改正されまして、

被災地は５年、さらに５年、被災地以外にはまた平戸市なんかは５年間の延長が適用されたもの

でございます。 

 それに伴いまして、平成３２年度までの通算１５年間の合併特例事業の活用ができることとな

ったものでございます。このようなことから、今ある計画が１０年間しかございませんので、今

後も引き続き合併後の一体性の確立の均衡ある発展のためにこの合併特例事業を活用するために

５年間延長をするための計画変更を行うこととしたものでございます。 

 計画変更の内容といたしましては、まず新市建設計画の期間の延長、これは１０年から１５年

にするということ、それから主要指標の見直し、人口とか、また説明いたしますが、人口などの

推計値を見直したもの、それから財政計画についても期間が延長されたことによる見直しをして
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いただいております。 

 ７月の２４日に説明させていただいた折には、具体的な内容については今つくっております総

合計画に委ねることとしておりますことから、大幅な見直しは行わないということでしておりま

すので、そこを踏まえた変更の計画をつくっておりますので、それについて御説明させていただ

きたいと思います。 

 それでは、お配りしております資料１というこの新旧対照表で説明させていただきたいと思い

ます。もう一つ新しいまちづくり計画変更案というのがございますが、これはこの新旧対照表の

新しくした文言でつくっている計画がこの計画でございます。その前の計画というのは、合併時

につくっておりますが、これが新しいまちづくり計画というものでございまして、これを変更後

でこれにしますということです。この今変更した内容を今から説明させていただきたいと思いま

す。ここで、一番左にページってあるのは、この資料２のページとして見ていただければと思い

ます。 

 まず項目としていたしまして、新しいまちづくり計画の策定方針のうち、計画の期間でござい

ます。先ほど申し上げたとおり、合併後おおむね１０年間、右側が変更前のことですけども、合

併後おおむね１０年間しているものを、合併年度及びこれに続く１５年間ということで平成

３２年までを計画の延長をしたものでございます。 

 次に、次のページを見ていただきたいと思います。次は、新しいまちづくりの基本方針という

ことで主要指標の見通しということで、人口などの見通し、推計等を行っておりました。これを、

右側が変更前でございまして、前は推計値として平成２７年の目標人口ということで３万

６,０００人を目標としておりました。 

 これを、５年間延長されたことに伴いまして、これまでなかった平成１７年それから平成

２２年の国勢調査の結果の数値、実績値それと平成２７年及び平成３２年の人口の推計値を追加

いたしております。この推計につきましては、国の国立社会保障人口問題研究所がこの国勢調査

をもとに推計している数値でございます。これに置きかえたというものでございます。 

 それから、下の年齢３区分別人口につきましては、この人口の推計に基づきまして、これも平

成２７年、それから平成３２年のこの年商人口、生産年齢人口、老年人口の人口の推計値を書い

ておるところでございます。 

 次のページをお願いします。次は、主要指標の見通しの中の世帯数でございます。世帯数につ

きましては、前のときは平成２７年の推計値は１万４,８００ということで、ちょっと大目に見

ております。これは、平成１２年のときの実績値が１万３,７３９世帯ということでありました

ことから、この辺の増を見て１万４,８００というとこを見ていたんですけども、実際は平成

２２年の国勢調査でいきますと、１万２,８３７ということで逆に減少に転じておりまして、そ



- 4 - 

の辺の推計をしたところ平成２７年を１万２,１９５世帯、平成３２年を１万１,５８５世帯とい

うふうに推計をしております。 

 それから、次の交流人口でございますが、この交流人口は観光客数ともリンクはいたしており

ます。それで、前のときの推計値は平成２７年２３０万人、これ単位が１,０００ですので

２３０万人と推計しておりました。これを平成１７年、平成２２年の実績値、それから平成

２７年、３２年の実績値に書いております。平成２７年を比較いたしますと、若干減少はしてお

りますが、微増ということで推計をさせていただいております。それから、次のページをお願い

いたします。 

 次は、財政計画でございます。この新しいまちづくり計画を策定するには、この財政計画をつ

くらなければならないようになっておりまして、財政計画を書いております。変更前、変更後の

前提条件を変えております。前の前提条件は合併すぐにつくったものですから、そのときの予定

される事業などを積み上げたものではなくて、そのとき考えられる財政計画をつくっておりまし

た。 

 今の今度財政計画につきましては、これまでの２６年度までの実績、それから２７年以降は今

の総合計画に基づく計画ということで見直しをしております。その中にあって、歳入につきまし

ては普通交付税が合併算定替えということで、合併しても合併しなかったものとして算定されて

おりました普通交付税というものが、１０年間は変わらないんですけど、１１年目から下がって

いくということでございまして、それが段階的にこの合併算定がえ特例措置というのが逓減、少

なくなっていくということで、２８年から５年間に減少していくということになっております。

このようなことから、今市では第２次財政健全化計画を策定しておりますので、これに基づいて

さらなる財政健全化を行っていきたいというふうに書いておるところでございます。 

 それから、その他歳入、国県支出金とか市債とかというのは、このような今の事業計画に基づ

き算定をしておるところでございます。 

 歳出につきましても、今の財政の見通しをもとにまた事業計画をもとに算定をしておるところ

でございます。 

 次の次のページです。大変小さな表ではございますが、歳入と歳出、次のページが歳出という

ことにしております。歳入につきましては、上段が変更前、下段が変更後としております。変更

後につきましては、この年度の左側が計画額、右側に決算額を入れております。１００万円単位

でございます。平成２５年度までは決算が終わっておりますので、平成２５年度までは計画額と

決算額、平成２６年につきましてはまだ年度中途でございますので決算見込み額ということで入

れております。 

 それから、平成２７年度から平成３２年度までは今の総合計画の計画に基づき考えられる事業



- 5 - 

等を勘案しながら、また先ほど申しあげました財政健全化計画等を勘案しながら財政計画を立て

ているところでございます。 

 今の財政計画上の中身で申し上げますと、平成２６年度は総合情報センターですね、そこの文

化センターの上に今建設しております総合情報センターまたは消防庁舎、それから消防の無線の

デジタル化とか学校の耐震化などによって、平成２６年度は事業費、予算額が大きくなっており

ます。２７年度も一部その残りが入ってきますので、２７年度も予算規模としては大きいところ

ではございますが、２８年度以降はだんだんと予算額は減っていくというような見通しを立てて

いるところでございます。 

 最後になりますが、今回のこの変更につきましては、まず地域審議会、地域協議会の意見を聞

きまして、あと県の協議とかを行った後、議会の議決を得て正式なものになるということになり

ます。そういったことから、今回お示したこの変更につきまして意見をお伺いして、それを反映

できるものであれば反映していきたいというふうに思っております。 

 済みません。今後のスケジュールといたしましては、県知事への正式協議、それから市議会へ

の議案の提出、議決、それから総務大臣、長崎県自治への変更、それから策定された分をホーム

ページ等で周知していきたいと思っております。最初に申し上げたところではございますが、こ

の計画自体が平成２６年度で終わる予定でございましたが、この法の改正によりまして５年間延

長されたということが大前提でございまして、この計画期間を５年間延長するということと、そ

れに伴う主要な指標、人口世帯等を見直したと。それから、また財政計画を５年間推計、推計と

いうか計画を立てさせていただいたというのが主な変更内容でございますので、皆様方の御意見

をいただければと思っております。 

 以上でございます。 

○会長（黒﨑洋介） 

  ただいま企画財政課の担当者の方より説明がありましたけれども、この説明に関しまして委員

の皆様方からの御意見、御質問をいただきたいと思います。どうぞ。そうしたら、議事録署名人

の関係で御自分のお名前をおっしゃってから質問をお願いしたいと思います。 

○委員（木村孝市）  

 木村でございます。よろしくお願いいたします。財政面についてでございますが、今非常に話

題になりまして、ふるさと納税、これについて非常にいい出だしだということでございますが、

この件につきましては財政計画としては、今後、どういうふうに見ておりますか。 

○企画財政課長（桝田俊介）  

 私どもがふるさと納税の担当課でございます。皆様御承知のとおり、当初予算では１億円を目

指して頑張るということで頑張ってきておりました。それが、今現在１３億円を突破いたしてお
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りまして大変うれしく思っております。これにつきましては、約半分ぐらいが特産品の販売とい

うことになっておりますので、約６億円くらいは特産品が販売できているという状況でございま

して、産業の振興につながっているというふうに思っております。今、御質問の財政計画でござ

いますが、これはまだこのふるさと納税がここまで伸びるというあれは考えておりませんでした

し、今後もどこまで見れるかというところは不安定なものもございますので、財政計画上は見て

おりません。 

 以上でございます。 

○委員（木村孝市） 

  ということは、今は納税として別枠で持っておるというふうなことですか。 

○企画財政課長（桝田俊介） 

  今、今年度１３億円入っておりますが、これにつきましての使途につきましては、どのように

活用するかというのが今からの私どもの力を発揮していかなければならないというふうに思って

おります。 

 今、人口減少抑制対策ということで、対策本部をつくって今いろんな施策を考えておるところ

でございます。それで、そういった地方創生ということで国も力を入れておりますので、そこと

こうしながら、このふるさと納税の財源を活用して雇用創出であったり、それから少子化対策、

定住・移住対策、産業振興対策等に使って行きたいというふうに思っておりますので、今おっし

ゃるように別枠、この財政計画以外の財源として持っているということになると思います。 

○委員（木村孝市） 

  このふるさと納税の使用使途については十分にやっぱり検討して、そして間違いのないような

ことをせんとこれは重大問題になると思いますから、今後ですね。やっぱり財政としてもよく考

えていただきたいと思っております。 

 これはもう誰もが、よその地区が決めておりますので、ひとつよろしく。この前の会議のとき

でもよその方から非常にこの件について聞かれましたので、私もきちんと活用しているというふ

うな件で通しましたけども、そういうふうな状況ですので、ぜひよろしくお願いいたします。 

○会長（黒﨑洋介） 

  よろしいですか。それでは、ほかにどなたかございませんか。 

○委員（松口茂生） 

  ふるさと納税のことで、松口と申します。よろしいでしょうか。１３億円入ったうちの市で例

えば事業なりそういうものに使えるお金というのはどのぐらい、パーセンテージでいったら今、

木村さんが言われた、課長が言われた子育てとかそういうものに使えるお金というのはどのぐら

い使えるか。 
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 今、特産品で６億円でしょう、結局あとの７億円がそのまま入るってわけじゃないでしょうし、

どのぐらいが使える枠としてあるんでしょうか。 

○企画財政課長（桝田俊介） 

  今、平成２６年度につきましては、全て寄附金について基金に積むようにしておりますので、

その１３億円の部分については全て使えるということになります。ただし、別枠で特産品につい

ては税を充てておりますので、そこはまた今のとこは差し引いておりませんので１３億円は使え

ると。ただし、６億円等については別に費用がかかっているという状況になります。その他、事

務費、郵便料であったりそういったものもかかっておりますので、そこを勘案しますと約５０％

が実質の寄附金の入りというふうになろうかと考えております。 

○会長（黒﨑洋介） 

  よろしいですか。 

○委員（松口茂生） 

  そういったお金を結局たくさんの全国の方々がそういった、交流された方がいらっしゃるんで

すが、そういう方々にまた交流人口としても来ていただけるようなそういうものに活用していた

だければ、もちろんもう計画されていると思いますけど、よろしくお願いいたします。 

○会長（黒﨑洋介） 

  ほかにございませんか。 

○委員（里美保規） 

  里美ですけども、ちょっと人口のほうですが、いわゆる年齢分類であったり職業別、１次産業

いわゆる２次産業とかいうこういった職別の人口の割合、ちょっと前回は私も欠席をしておった

んで変わってなければいいんですけど、そういったところの割合からいくといわゆる１次産業の

方の人口がかなり、いわゆる減っていってきているということが私たちも大体わかるんですけど

も、問題は平戸市においてもやはりこの１次産業というのはもう基幹産業であり、一番基盤にな

るところじゃないかなというふうに思っているわけですけれども、観光といわゆるリンクさせた

体験、あるいはそういった産業をですね。ものはやっぱり根本にあるのはやっぱり農業漁業とい

う、林業も含めてその辺のところのいわゆる市としてのこれからの取り組み方、といったものは

どんなでしょうか。 

 それともう一つは、資料の中にありますが東京のいわゆるたびらんどの施設改修ですか、これ

もちょっと今見ていると全国の中でこういう施設は所有しないようになっていると思うんですが。

これは、終わったやつですかね、これ。今やっている部分ですか。 

○企画財政課長（桝田俊介） 

  そしたら、まず後段から説明差し上げます。 
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 たびらんどは、旧田平町において国民宿舎ということで運営されてきておりました。それを、

合併当時はそれを改修して市営でというか、運営していこうということで考えておりました。し

かしながら、今の観光客の動向とか、その経営状況を考えたときに国民宿舎として市がそれを運

営していくのは難しいという判断のもと、今のサムソンホテルになるんですが、売却をいたしま

して、温泉もありましたので温泉とたびらんどを一緒に売却をして今のような大きな施設として

やっておりますので、成功事例じゃないかなというふうには思っております。 

 それから、前段の産業振興の話ではございます。おっしゃるとおり１次産業は昭和６０年から

が約４割が１次産業、２次産業が１７％、第３次産業４３％でございました。それが、平成

２２年の国勢調査では第１次産業はその半分の２０.６％で、２次産業が１９.１％、第３次産業

が６０.３ということで、１次産業から３次産業に、簡単にいいますと１次産業から３次産業に

移っていっているという状況にございます。２次産業も実際は割合はそう変わっていないですね。

ですので、ここにもちょっと考え方があって、今平戸市のほうで力を入れておりますのは、１次

産業から加工業、それから販売まで考えた６次産業化というものを考えております。そこに今、

平戸ブランドの確立ということで力を入れておるところでございまして、ですから１次産業が就

業人口は下がっているんですけれども、それを加工業、製造業等ほうに回っていけないかという

ことで考えておりまして、その辺が少しずつ２次産業の加工業、製造業のパーセントに回ってき

ているのではないかなというふうに感じております。ですので、１次産業だけでは結構難しいと

ころがございますので、それを加工に回してやはり付加価値を高めて、所得を上げるという考え

方のもと今そういうところに力を入れていっているところでございます。 

 以上でございます。 

○会長（黒﨑洋介） 

  よろしいですか。ほかにございませんか。ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長（黒﨑洋介） 

  御質問もないようでございますので、これで新しいまちづくり計画についての議事を終了いた

したいと思いますが、よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○企画財政課長（桝田俊介） 

  そしたら、再度確認させていただきたいんですけれども。 

○会長（黒﨑洋介） 

  どうぞ。 

○企画財政課長（桝田俊介） 
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  一応この変更議案については先ほど説明しましたとおり、意見を聞いて議会の議決ということ

になりますので、この変更案でよろしいということでよろしいんでしょうか。 

○会長（黒﨑洋介） 

  今もそういうことで了承したということなっております。 

○企画財政課長（桝田俊介） 

  ありがとうございました。 

○会長（黒﨑洋介）  

御苦労さまでした。 

 それでは、議事の２番目の地域審議会のあり方についてということで、事務局より説明を求め

ます。 

○協働交通政策班長（江川佳徳） 

  地域協働課の江川でございます。皆様のお手元に地域審議会の設置に関する協議書のほうを配

付をさせていただいていると思いますが、そちらのほうをちょっとごらんになっていただければ

と思います。 

 まず、前回昨年の７月の第１回の地域審議会にて、この地域審議会のあり方につきましては御

説明をさせていただいたところでございます。一応、この協議書にも書いておりますとおり、第

２条でございますが、設置期間が合併の日から平成２７年３月３１日までということで、第１回

の審議会の折にもお話をさせていただいたところではございますが、その後、実はちょっと状況

が変わっております。 

 その旨を同じように、地域審議会と同じように地域協議会というものもございまして、同じ設

置期間になっておったところではございますが、まず先ほども説明がありました、企画財政課の

ほうからも説明がありました新市建設計画のほうが５年間延長されたというのが１点でございま

すが、この地域審議会におきましても第３条のほうに書かれておりますとおり、新市建設計画の

変更に関する事項というようなところで、この審議会のほうの所掌事務になっております。 

 そういったところから、一応新市建設計画が５年間延長されたということが１つと、あと前回

もお話しましたが新しいコミュニティ組織につきまして、今市のほうでは平成３０年度に市全体

に設置を目標といたしまして取り組みをやっているところではございますが、今年度末でそうい

った地域審議会とか、地域協議会がなくなった場合に、そういった新しい組織をきちんとうまく

機能がしていくのかというようなところで、実は地域協議会さんのほうからも御意見等を賜りま

して、御意見、あと御要望等を賜りまして、そういった観点から一応設置期間を５年間延長した

いというふうに考えているところでございます。 

 したがいまして、皆様のお手元に配付しております協議書の第２条平成２７年３月３１日まで
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という期間を、平成３２年３月３１日まで延長させていただきたいというところでございまして、

皆様から御意見のほうを賜ればというふうに考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○会長（黒﨑洋介） 

  ただいまの説明に対しまして御意見、御質問いただきたいと思います。どなたかございません

か。 

○委員（松口茂生） 

  松口です。先ほどの５年間を延長した、法律が延長になったということで前段の議題について

も処理もいたしました。ということは、私たちも承認した以上はやっぱりこれを認めなければい

けないという責任もあると思いますので、江川さんが言われたようなことで延長してもいいんで

はないかなと思います。 

 以上です。 

○会長（黒﨑洋介） 

  ただいま松口委員さんのほうから延長を認めてもよろしいんではないかという御意見でござい

ますけど、皆さん方の御意見ほかになければそれでよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長（黒﨑洋介） 

  はい、わかりました。そういうことで、延長を承認するということでございますので、よろし

くお願いいたします。 

○協働交通政策班長（江川佳徳） 

  あと１点よろしいですか。では、延長ということで御承認いただいたところではございますけ

ど、前回７月の地域審議会の折に委嘱状のほうを交付をさせていただいたところでございます。

その任期が一応この協議書にも示されておりますとおり３月３１日までの任期にさせていただい

ておりますので、次回、来年度にはなると思いますが、次回の会議の際に、改めまして委員の皆

さんには就任のお願いをさせていただいて、その後に委嘱状につきましては、その２７年度の第

１回の地域審議会のほうで交付させていただくということでちょっとお願いをしたいと思ってお

りますので、よろしくお願いいたします。 

○会長（黒﨑洋介） 

  ということでございますので、よろしくお願いいたします。 

 この件については、これで終了いたしたいと思いますけれどもよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長（黒﨑洋介） 
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  それでは、続きまして新しいコミュニティについてということで事務局より説明をお願いいた

します。 

○協働交通政策班長（江川佳徳）  

 皆様のお手元にまた１枚ものではございますが、新しいコミュニティ取り組み年度スケジュー

ル案というものをお配りさせていただいております。そちらのほうをちょっとごらんになってい

ただければと思います。 

 まず、これは平戸市、本島のほうには余り関係はございませんが、実は平成２６年度、今年度

につきましては、他地区の生月、田平、大島地区のほうを実は取り組みを進めているところでご

ざいます。ちょっとわかりにくいかもしれませんが、今現在済んでおりますのが生月のほうで一

応まちづくり計画の策定というものと、地域支援員、これは市職員でございますが、市職員を地

域支援員として配置をしております。この地域支援員につきましては、まちづくり計画、まちづ

くり運営協議会を設置する前にその地域の今後の絆づくりであったり地域を活性化するためにど

ういったものをやっていくかというものを取りまとめたような計画でございますが、そういった

計画をつくるために地域支援員として市職員がサポート役として配置をするということで御理解

いただければと思います。 

 そういったところで、まちづくり計画の策定と地域支援員の配置というところでございますが、

今年度から入っていくというところで今進めているところでございます。同じく大島地区につき

ましても、同様に今後まちづくり計画の策定と地域支援員の配置につきましてやっているところ

でございます。あと、田平地区ではございますが、今地域支援員の配置は配置済みではございま

すが、若干、計画策定のほうがおくれているというような状況でございます。 

 今後は、そういった計画策定等を経まして来年度中途からになろうかとは想定はしております

が、まちづくり運営協議会の設置、あわせまして集落支援員ということで、その地域のほうに職

員を１名配置したいと思っておりますが、そういった集落支援員としての職員の配置というとこ

ろをやっていきたいと思っています。そういった状況の中で、平戸地区のスケジュールをちょっ

と皆様にお示しをしたいと思っております。既に、度島地区のほうにつきましては前回の会議の

中でもお話をさせていただいたところではございますが、既に平成２５年度にまちづくり計画策

定を終えまして、今年度からもう実際にまちづくり運営協議会を設置しまして、平成２５年の

９月２日に設置しまして、今年度からまちづくり計画に沿った事業のほうをやっているところで

ございます。あと、同じく平成２６年度から集落支援員の配置をやっているところでございます。 

 あと、その後でございますが、今の予定ではございますが、来年度から南部地区のほうに区長

さんをはじめお話を、説明会等もあわせましてお話をさせていただこうというふうに考えている

ところでございます。お話がうまくいけば来年度から一応地域支援員の配置もやっていければと
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いうふうに考えております。これは、一応あくまでも市としての一応予定でございますが、地域

のほうに無理強いするつもりもございませんので、地域との総合理解の中で一応話し合いがうま

くいってスムーズにことが運べるようなところで進捗を考えているところでございます。 

 一応予定では南部地区が来年度から、中部地区が２８年度から、北部地区が２９年度からとい

うところで今想定して予定をしております。それをもちまして平成３０年度に全地区そういった

新しいコミュニティ組織の設置というものを今考えているというところで、皆様方にお示しをし

たいというところで今回上げさせていただいているところでございます。 

 以上でございます。 

○会長（黒﨑洋介）   

ただいま地域コミュニティ取り組み年度スケジュール案についての内容について説明をして

いただきました。何か御質問、御意見ございますか。木村さん何かないですか。 

○委員（木村孝市） 

  度島がいよいよ２６年度完了して、いよいよ２７年度からコミュニティに取り組むというよう

なことでございますが、この度島をやるときにも度島の皆さんからいろいろとお聞きしたわけで

すが、いろいろ問題もあったというふうなことでございます。そういう問題点からどういうこと

が一番問題になったのか、実際にその度島の方々のお話を聞く機会は無いのか、聞かせてもらう

なら皆さんもそのことについて感じるところが出てくるんじゃないかと思うわけですよね。そう

いうことのお考えはないものかどうか。そういう実際の成功した関係上、責任者の方々のお話を

していただくようなスケジュールはとっていないのか。 

○協働交通政策班長（江川佳徳） 

  度島の取り組みの事例発表というところで、今月の２２日に区長会連合会が主催します西日本

大会がございまして、その中で度島のまちづくりについての事例発表というところで考えており

ます。その後、その人たちを囲んでのグループ討議とかそういったものをしながら、その度島に

おけるまちづくり、これまでのまちづくりの取り組みの状況等について説明をしたいというふう

に考えております。 

 また、そのほかにもやはりほかの方からも度島でどうだったんだという意見も多く寄せられて

いますので、機会あるごとにその度島の状況についても機会を設けながら説明できる場を確保し

ていきたいなというふうには考えております。 

○会長（黒﨑洋介） 

よろしいですか。ほかに。どうぞ。 

○委員（里美保規） 

  南部の里美ですけど、昨年うちの南部のほうでは一応区長、いわゆる自治会の連中が集まった
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中で協働課のほうから来ていただいて、これといった事案というものをちょっと説明をしていた

だきましたが、あのとき言ったようにやはり具体的なあるいはそういった度島の例も踏まえて、

ちゃんとした数字をもって説明をしていただきたいということと、それから南部地区ということ

になるとこれはいわゆる南部のほうも３つの地区に分かれておりますので、どのような形でやる

のか、多目的でも一括南部地区全部集めて説明をするのか、それとも中津良、津吉、志々伎とい

うふうに分けてそういった説明会があるのか、その辺のところはどんなでしょうか。 

○協働交通政策班長（江川佳徳） 

  そうですね、昨年南部地区については志々伎、津吉、中津良全部地区集まっての、区長さんに

集まっていただいて説明をさせていただいたところですけれども、そのときにはまちづくり協議

会に配付する交付金の額というものもまだこちらのほうで明確に算定していなかったというとこ

ろで、若干説明がうまく皆さんに伝わらなかったというところもあります。それで、その後、交

付金についても一定の算定の基礎等をはじき出しまして、一応議会のほうにも説明等は行ってき

ているところであります。 

 そういったところで、南部地区は２７年度から入りたいというふうに思っておりまして、その

説明の方法ですけれども、全体でやる方法もあるし、一応そのまちづくり協議会の基本的な部分

としましては、小学校区を基本につくりたいというふうに考えておりますので、その小学校区単

位での説明会のほうがかえっていいのかなというふうに考えておりますので、南部地区全体より

もそういった小学校単位での地域の皆さんに説明会というところで開催をしていきたいなという

ふうには考えております。 

 あと、仮にできたときにどのようになるかということなんですけども、そういったことで地域

からの要望で３地区一緒がいいよと、極端にいうと３地区で１つになってもいいんですね。小学

校区単位でまちづくり協議会をそれぞれ立ち上げてもいいし、南部地区は南部地区全体で、いや

もう南部地区全部で一つがいいよと。特に、公民館も１つなんだから３地区全部が集まって１つ

がいいんだということであれば、３地区全部での説明会というところでその辺は地域の方々、代

表の方と話し合いをしながら決定をしていきたいなというふうには考えております。 

○会長（黒﨑洋介） 

  よろしいですか。里美委員。 

○委員（里美保規） 

  ちょっとしつこいようですけど、南部の場合においてはちょっと大きなところでとりあえずそ

ういったいわゆる南部の振興協議会がありますので、あらかたその辺のところ議員さんも何人か

おりますので、その辺のところでちょっと話を持っていって、それで各地区にやるのかあるいは

もう南部地区全体でやったほうがいいのかのとこら辺はせっかく議員もおるけんか、ちょっとこ
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この議員も使うて上手に話し合いして、その辺のところで持っていってもろうたほうがようなか

ろうかと思うんですね。とりあえず最初はね。 

 各地区でやったら結局もうはっきりいってどれだけ集まるかわからんし、あるいはもうこうい

ったことに関しては正直なところ年とともにわかるやけんか、どぎゃんなるかわからんことにな

ってしまって。ましてや、私もちょっと３月も終わりますので、次期の次の新しい区長にもこれ

はもうちゃんと引き継ぎしておとかんばいかんけんが、できればそういった形の中で今回南部地

区はほとんど区長もかわるんですよ。３月でね。だから、そういったことでいわゆるまた初めか

ら説明して、また云々かんぬんになってしもうたら、のところの部分がりますので、そこのとこ

ろは議員もおりますので３名ばかり、とりあえずその辺のところで行政のほうとちょっと打ち合

わせをしていただいたほうがかえって話がスムーズにいかせんかなと。その辺よろしくお願いい

たします。 

○会長（黒﨑洋介） 

  できれば、事前に協議をしていただいて、今おっしゃったとおりで区長さんがかわればこれま

での経過がわからないと思いますので、前区長さんもできれば一緒になってやっていただければ

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

○協働交通政策班長（江川佳徳） 

  昨年の南部地区の自治振興会の中で話をさせていただきましたので、そこに昨年話しましたか

ら、今年もまずそこにちょっと相談をしてみて、そこに議員さんもおられますのでちょっと打ち

合わせをしながら対応したいというふうに思います。 

○会長（黒﨑洋介） 

  よろしいですか。 

○委員（里美保規） 

  よろしいです。 

○会長（黒﨑洋介） 

  どうぞ。 

○委員（藤澤美好） 

  藤澤です。このコミュニティの話ですけど、先にある方と後からやるところの地区があって、

今話ずっとすると同じものが設定されれば何も分けてする必要はないと思いますので、私はそこ

そこの特性をうまく聞き入れてやっぱり設定していくのが、それが基本にあるのかなというふう

に思っておりますので、その辺のところが南部も北部もどこも一緒だと、もう何もつくる必要は

ないわけですから、特性を聞き入れていただくようにしてもらえればというふうに思っています。 

○委員（大浦正巳） 



- 15 - 

  済みません。大浦ですが。 

○会長（黒﨑洋介） 

  どうぞ。 

○委員（大浦正巳） 

  初歩的なことをお聞きしますが、新しいコミュニティということでいろんな地区がございます

が、大体の内容というのがどんなふうにしていくというのがちょっとわからないので御説明いた

だきたいなと思いますが、今、大体、こういうふうにここの地区はこう持っていこうと思ってい

ますとかいうのをですね。 

○会長（黒﨑洋介） 

  何か資料があるんじゃないですか。 

○協働交通政策班長（江川佳徳） 

  前回の会議で新しいコミュニティ推進計画というものをお配りしたと思うんですね。一応、基

本その計画にのっとりましてそういった何でそういう組織をつくっていくかというのは前回もお

話をしたと思うんですが、まずは少子高齢化による人口減というところで、平戸の都市部という

か、市街地であればまだたくさん人口が集まっていますが、やっぱり平戸の中でも中南、例を挙

げたら失礼ですけど、私も南部の人間ですが、中南部に行くとやっぱりどんどん人がよそに流れ

ているというそういう状況があります。そういった中で、残っている方々がいかにきずなを深め

てその地域を再度つくっていくかというところを重きをおいているところが一つですね。 

 そういったところで、そういった組織をつくってこれまで行政区単位でなかなか人口がどんど

ん減っていきますので、一行政部だけではちょっとやれないところを小学校区単位でそういった

ところをやっていきましょうというのが１つ。 

 あとは、もう一つははっきり申し上げたと思うんですが、先ほども企画財政課の中で話があり

ましたように、国から来ている合併当初にありました合併に関する交付金が年々へっていくと、

そういった中で市の財政規模もだんだん小さくなっていく、そういった中で隅々までわたってや

るのが行政サービスなんですが、そこまで財政規模が少なくなれば当然ながらやれなくなるとこ

ろも出てきますと、そういった中でそういった組織をつくってその組織に自由に使える交付金を

差し上げて、その交付金の中で地域にあったものを皆さんで考えていただいてやっていきましょ

うというのが、この組織づくりの趣旨なんですよ。 

 ですから、先ほど藤澤委員さんからもお話があったように、その地域地域でいろいろ特性とい

うのを御自分たちで考えていただくことになりますので、当然ながらその地域によって特性は出

てくると思いますので、そういったところは当然ながら話し合いながらその計画としてまとめ上

げて、その後その交付金を使っての事業実施にあたっていきたいと思っております。 
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 以上でよろしいですか。 

○委員（大浦正巳） 

  わかりました。ありがとうございました。 

○会長（黒﨑洋介） 

  よろしいですか。 

○地域協働課長（岡部輝幸） 

  ちょっと補足を。 

○会長（黒﨑洋介） 

  はい。 

○地域協働課長（岡部輝幸） 

  先ほど、今言ったように地域の特性ということで、当初私たちはこの新しいコミュニティにつ

いてはまちづくり協議会を先につくって進めていこうということでしていたんですけれども、な

かなか説明する中で地域の課題というものがわからない、何でこの新しいコミュニティが必要な

んだというところでの理解というものがなかなかされなかったということで、やはりそういうこ

とであればまず地域にやはり課題があるんだろうということで、それぞれの地域の課題を見つけ

ようということでまちづくり計画をまず策定をして、そしてその課題をやはり今から解決するた

めにはいわゆるそういった地域のきずなというか、連携が必要だというところでこの協議会を立

ち上げていこうというところで今進めているところです。そういったところでそれぞれの先ほど

言った地域のあったまちづくりの協議会というか、そういったものができてくるのではないかな

というふうに思っております。 

○委員（大浦正巳） 

  ありがとうございます。 

○会長（黒﨑洋介） 

  よろしいですか。ほかにどなたかございますか。前川委員。 

○委員（前川栄治） 

  前川です。今、課長のおっしゃったあたりに反論じゃないんですけれども、この計画策定は役

所の方でつくるんですか、それとも地域から何人か集めてその中でつくっていくんでしょうか。 

○地域協働課長（岡部輝幸） 

  一応地域でつくるということになります。ですから、度島では約２５名ぐらいですかね。その

地域によって委員さんの数も変わってくるだろうと思うんですけれども、やはりそこの地域で今

活動されている区長さんを中心とか、あと消防団、ＰＴＡ、育成会、老人会、そういったいろん

なそこの地域で活動されている団体の代表者を集めて、そこの中で計画を今の地域の現状と将来
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像、今のままだったらこの地域はどうなるだろう。何かをやればまた変わるだろう、目標とかそ

ういったものを計画につくっていく。そして、この計画を自分で地域住民皆さんにつくってくだ

さいといってもなかなか難しいものがあろうと思うんで、そこに先ほど言いました地域支援員、

これは市の職員ですけども、その職員が計画づくりのサポートをしていくと、支援をするという

ところで考えております。 

○委員（前川栄治） 

  関連でいいですか。 

○会長（黒﨑洋介） 

  どうぞ。 

○委員（前川栄治） 

  前川ですけども、わかりました。それはわかりましたが、このそして協議会の必要性という趣

旨もわかりましたけども、これを立ち上げるためにはやっぱり地域の全員の協力を求めんとなか

なか区長とか一部の人たちの力ではできないと思うんですね。ですから、そういう意味でぜひ根

回しといいますか、言葉が悪いですけども、地域のそういった方々に対しての根回し、これが一

番大事かなと思いますので、どうぞ忙しいでしょうけどもよろしくお願いします。そこら辺です

ね。以上です。 

○会長（黒﨑洋介） 

  最後に、今の御意見に何かありましたら。 

○委員（里美保規）  ついでにそしたら私のほうから、もし例えばうちのが中津良ですから、学校

区ということであれば４地区あるんですよね。どうしてもしないということでも結構なんでしょ

うか。結局、御存じの話では交付金ばやっているけど、それが私、この地区を賄いなさいよとい

うことでしょうが、行政はもう手をつけんから地域団体たちがやってくれということになると、

正直なところ内々の話になるけども、そのときの区長というとがそういったもう仕事がふえてく

るわけたいな。今でさえ仕事が多いのにさ。そういったことも踏まえた中でのおいての多分こう

いったまちづくりになってくるだろうと思うんです。うちあたりにしてもね。 

 じゃあ、そんならというんで、いわゆるまちづくりの案というとについて、どれだけの人が理

解をしていわゆる昔でいうなら中津良村と一緒ですけんね。はっきり言って。昔は役場もあれば

病院もあれば学校もあったということで、非常に利用しておったけども、ないないづくしの中で

のいわゆる交付金あなたたち１人当たり幾らやるけん、これでやりなさいよっていう形の中で、

私たちはそういうような形でちょっと見れるとこあるわけですたいね。 

 したがって、だからそういったところを踏まえた中での行政からの、行政と私たちいわゆる地

区の中においての考えのギャップというのは物すごくあると思うので、その辺のところはもうち
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ょっと今、前川区長も言いましたけどもその辺のところを事あるごとにやっぱりいろんなところ

で話をちょっとしとってやらんと、結局私たちはもう年配やけん、あとは若い連中がやっていき

よるそういったことになってくるわけですよね。そういったところの中において、やっぱりやっ

ていかんといかんまちづくりですので、その辺のところをちょっと踏まえてひとつよろしくお願

いしたい。 

○委員（木村孝市） 

  木村ですが、今の里美さんの言われたことですね、もとをただせば、合併合併いうてきたとは

昭和３０年の町村合併したでしょう。結局またそれに戻るような格好の感じになってきよるわけ

たいな、今のまちづくり。結局全ての交付金をやるから自分たちで何でもやりなさいよと。今結

局、今もらいよるとでも、全部地区で話し合ってどの順番をというふうなことも決めてやりなさ

いよということできよるわけですから、そうすると一つの昔の村のやつでその支出をする人を誰

かを雇っておかんと、またこの予算の工面もせないかん。そんなら、支出の分についてはどうせ

ないかん、収入の分についてはどうせないかん、こういったものを一切やらないかんごとなるわ

けですよね。そういうふうなのは実際今言われたこと、区長さんにやれっていったってこれは絶

対できんわけですよ。 

 だから、そうすると今度はその職員を雇うということになったら職員の経費、これも。だから、

そういうもろもろの問題も出てくるだろうし、そういうことであれば、本当昔のあれに戻ってし

まう。何のために合併をしたのか、こういう問題に返ってくるんじゃなかろうかと私たち感じる

わけですが、どういうあれですかな、そのもともとの基本的な問題というのは。何がプラスにな

るんですか。どうもはっきりせんごとあるんですけど。 

○委員（福田 詮） 

  いいですか。 

○会長（黒﨑洋介） 

  はい。 

○委員（福田 詮） 

  ちょっと関連をしまして、福田ですけども、平成２６年の１０月１日に生月、田平、大島につ

きましては地域支援員の配置というのをやっておられますけども、この項目の中で集落支援員配

置という言葉と地域支援員配置という言葉が２つありますが、これはどういうふうな違いで集落

支援員配置は生月、田平、大島はおらんわけですたいね。今一人だけがおると。 

 それと、絡み合わせてこの地域支援員、集落支援員の関係とその各区長の関係ですね。これが

どういうふうな関連になっておるものか、教えていただければと思います。 

○会長（黒﨑洋介） 
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  はい。 

○協働交通政策班長（江川佳徳）  

 まず、その最初にちょっと順番がかわりますけども、地域支援員と集落支援員の違いというこ

とで若干御説明させていただきます。 

 地域支援員は先ほど言いますように、それぞれのまちづくりの協議会のときの計画策定の支援

というところで、市の職員が地域支援員ということでその計画を策定するときにサポートをする

という役目です。集落支援員、これは国の制度なんですけども、国の特交措置というところで地

域のまちづくり、その地域の活性化のために集落支援員制度というのがあるんですが、あくまで

もその協議会、まちづくり協議会を立ち上げたとしますね、立ち上げたときにそこにそしたら集

落支援員を市の非常勤の特別職というところで職員として配置をすると。ですから、そのまちづ

くり運営協議会の事務局的な部分を担うというところで御理解をしていただければというふうに

思っています。 

 あと、区長さんとの関係ということなんですけども、必ずその区長さんがまちづくり運営協議

会等の、仮につくったとしてそこの委員長とか会長、協議会の会長とかにならなければならない

ということにはならないんですね。やはりそこの地域で、まちづくりでこの人がいいという方が

おられれば、その方が会長になるということで、ただやはり田舎にいけばどうしても一番トップ

は区長さんというところで、代表は区長とかになるものですから、どうしても仮にまちづくり協

議会をつくれば会長は当初のうちはやはり区長さんが会長にならざるを得ないのかなというとこ

ろは、私たちとしても考えてはおります。ですから、そこは地域にその会長の選任についてはあ

くまでも地域に任せるということで私たちは考えております。 

 あと、そういったことでちょっと最初の部分に戻りますけども、合併の意味がないというよう

な御指摘なんですけれども、おっしゃるとおりやはり私たちもこの協議会を立ち上げてつくって

いただきたいというときには、昔の村の再編、町の再編というような言い方をしているわけです

ね。だから、木村委員から言われたとおりまた村をつくるのかというような格好になろうかとは

思うんですけども、やはり行政のほうも人員適正化計画というところで、今後１０年間の間に

７２名の職員が減るということに計画がされています。となると、今のように職員がやはり地域

に入って細かく地域のサービスというものができなくなってくる可能性があると。 

 それと、今までがやはり行政任せになってきたのかなと。行政が、国がやっぱり金を持ってい

たから、全部なら行政でやりますやりますというところで、昔は地域は地域でやる部分というの

と、行政はここまでやるというのがある程度あったと思うんですね。ですけども、今は全てが行

政任せになってしまっている。それを、お互いに市民ができる部分については市民でやる。行政

の部分は行政、それを協働に一緒にやろうというところで、協働というものがまず頭に来るんで
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すけども、ですからそういったところで押しつけというような、行政の仕事を押しつけるんじゃ

ないかということも大分言われました。今まで生月、田平説明に行ってですね。 

 ですけども、そういったところで今までのようなサービスがやはり提供できないおそれが出て

くるというところもあるもんですから、それをお互いに行政と市民の皆さんと一緒になって、平

戸市を、町をつくっていきましょうというところで今回のこういった新しいコミュニティづくり

というところで取り組んでいるところです。そういったところで、やはり今まで何もかんもある

程度は行政に頼めば行政がしてくれた。ですから、絶対に押しつけというふうに言われるのは間

違いないとは思っています。ですけども、そこを十分御理解いただくように私たちも説明をして

いきたいというふうに思っていますし、そういったところで言われたように最初からつくりまし

ょうじゃなくて、それぞれの団体にもこうしたまちづくりを今からやりますというところで、個

別に説明をしながら十分理解を得るように努力をしていきたいというふうには思っております。 

○委員（福田 詮） 

  もう一つ、それならば今こういうことでやっておれば、よその地区、市、平戸市以外の市の状

況はどうなんですか。どこか、これ進んでおるところがありますか。平戸が一番進んどんじゃな

いですか。 

○協働交通政策班長（江川佳徳） 

  いや、平戸だけじゃなくて、やっぱり全国的にこのまちづくり、新しいコミュニティづくりと

いうのが進んでいます。特に過疎地域であり、今までは一つの行政区で町がある程度運営できて

いた。ですけども、過疎化になり、少子高齢化になって、一つの行政区ではどうしてももうその

自治会を守ることができないというところで、周りを巻き込んだまちづくりというものが全国的

にできております。特に、ここの近くでは福岡県の宗像市、そういったところが新しいコミュニ

ティ組織ということで行政区を越えて公民館、そこを拠点としてコミュニティの拠点として活動

をされていると。あるいは、鹿児島のやねだん、ここは一つの自治会の中でその自治会が収益事

業というものをやっている。ですから、その一つの地域で芋を植えたり、芋を植えて焼酎をつく

るあるいはトウガラシをつくってそのトウガラシの粉を韓国のキムチの材料として送るとか、そ

してそのそういったことで地域が収益を生む、そういったまちづくり、あるいは島根県のほうで

もやはりその一つの地域に農協のスタンドがあったんですけども、過疎化になって農協のガソリ

ンスタンドもなくなったというところで、そしたら地域でガソリンスタンドば農協の跡地、農協

がいなくなったスタンドを自分たちでやるとか、そういった平戸市のこのまちづくりとは違った

まちづくりかもしれませんけども、そういったふうにそれぞれの地域で、やはりそれぞれに自分

たちがやらなければならないというところで、まちづくりがなされている状況です。 

○地域協働課長（岡部輝幸） 
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  ちょっと補足させていただければ。 

○会長（黒﨑洋介） 

  はい。 

○地域協働課長（岡部輝幸） 

  平戸のほうも今一生懸命努力してなかなか進まない状況ではあるんですけども、先日五島市の

ほうからやはり進めるということで、（ヒロハシ）の度島がちょうどできておりましたので見学

させてくださいということで視察に見えられました。そこでやっぱお話すればやはり同じような

悩みを持っているというようなことで一緒に頑張りましょうねと話をしました。 

 佐世保のほうにちょっと目を向ければ、あの新聞紙上にちょっと載っておりましたけど、なか

なか前にいかないと。かなり議会でもいろいろ指摘をされているみたいです。そのようにやっぱ

り全国的にやはりコミュニティをつくるということは、やはり自治体どこでもやっぱり必要なこ

とだということで取り組んでいる状況ではあるのかなというふうには考えております。 

 それから、ちょっと話が変わりますが、先ほどから言われておりましたけどコミュニティって

やはりつくるってなればまず人、財源、それと権限かなと思います。その中で今さっきからおっ

しゃるように区長さんはお忙しいと、その中で誰がするのかとかいう問題はあるかと思いますけ

れども、そういう中で先ほど申し上げました集落支援員、こちらのほうで職員を雇ってその地域

のほうに１名ずつ張りつけようとしております。それプラス事務職員、パートで雇えるような金

額を交付金として組むような方向で現在試算をしております。プラスアルファーあと自由に使え

る交付金ということで、人口割とかさまざまな要素を入れながら財源につきましても手当はして

いこうと思っております。 

 権限というのはもう自分たちでまちづくり計画をつくって、こういうふうに町をつくるよって

なればもう、自分たちでどんどんやっていけますので、そういうところでやっぱり人と財源と権

限というものを持ったようなコミュニティができるような形で私たちも支援していければなとい

うことで現在努力しているところではございます。 

 そしてただ、今財源等も計算している部分もございますし、度島の先進事例とか、さっきから

申し上げました生月、田平、大島、個々の進捗状況、ここらにつきましては来年度のこの地域審

議会の中でちょっと来年度南部のほうにも御説明に行って手をかけていきたいなと思っておりま

すので、またそのように第１回目の審議会の中ででもそこら辺につきまして、もう少し詳しい説

明ができればというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたしたいと思います。 

○会長（黒﨑洋介） 

  福田委員さん、よろしいですか。 

○委員（福田 詮） 
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  いいです。 

○会長（黒﨑洋介） 

  前川委員さんいいですか。ほかに。どうぞ。 

○委員（松瀬てつ代） 

  松瀬と申します。宗像とか五島とかそういった佐世保市とか、事例とちょっと挙げられました

けれども、それはインターネットでも検索できるんですか。 

○協働交通政策班長（江川佳徳） 

  できます。佐世保はまだ進捗していないのでないですけど。 

○地域協働課長（岡部輝幸） 

  まだ、五島と佐世保はできあがっていないんですよ。だから、宗像はもうできて動いておりま

すので。 

○協働交通政策班長（江川佳徳） 

  五島は見れますよ。五島は度島のように進めておりますので、こちらのほうからも御紹介はす

ることはできます。 

○委員（松瀬てつ代） 

  じゃあ、後からちょっとインターネットで見てみようかな。 

○会長（黒﨑洋介） 

  ほかに、女性の方で御意見ありませんか。──御意見もないようでございますので、これで新

しいコミュニティについての議事を終了させていただきたいと思いますけれどもよろしいでしょ

うか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長（黒﨑洋介） 

  それでは、この取り組みについては、この原案で進めていただくようにお願いをいたします。 

○委員（松口茂生） 

  １点だけいいでしょうか。 

○会長（黒﨑洋介） 

  どうぞ。 

○委員（松口茂生） 

  地域支援員の配置ということで、市の職員さんが全てに配置されるということになるんでしょ

うか。 

○協働交通政策班長（江川佳徳） 

  地域支援員については、それぞれのやはり出身地の職員をその出身のところにつけようという
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ふうに考えております。 

○委員（松口茂生） 

  人数もその区によって。 

○協働交通政策班長（江川佳徳） 

  そうですね。 

○委員（松口茂生） 

  やり方もかわってくると思いますけども、市の職員さんが結局板ばさみになっていろんなそう

いうことがないように、そういうふうなとこのサポートもよく考えていかなければと思います。

こちらの市役所の職員、業務しながらそっちもやるっていうようになるわけでしょうから、二束

も三束もわらじを踏んでやるようになるかと思いますので、負担がかからないように、もちろん

やっていただくことは非常にありがたいことであるんですけども、いろんなしがらみで、板ばさ

みがちょっと心配かなと。 

 それとあと、集落支援員というところがやっぱり法律で集落支援員って決まっている。何か

ネーミングがいま一、ちょっとなんかもうちょっといい表現を平戸はやってください。以上です。 

○地域協働課長（岡部輝幸） 

  集落支援員についてですけども、一応各地域に入れると思っているんですけども、一応対象、

基本としては管理職を支援員ということで入れていこうと思っておりますが、さっき言われたよ

うにその地域地域によっては人数がいなかったりしますので、そこにはまた一般職の方をこれも、

地域支援ですね、済みません。一般職から公募してお願いをしていこうというふうに思っており

ます。そしてまた、入る前には研修等をことしも行っておりまして、その研修を受講していただ

て、そしてから地域に入るというところで考えております。そういったところで言われるように

厳しい部分があるので、その辺は十分考えていきたいというふうに思っています。 

 あと、集落支援員のネーミングなんですけれども、これ国の部分でちょっと書いておりますの

で、言われるように補助を国の特交のほうに問題がなければ平戸市独自のネーミングをつけてい

きたいなというふうに思っておりますので、御理解お願いします。 

○会長（黒﨑洋介） 

  どうぞ。 

○委員（松瀬てつ代） 

  今、こちらの方がおっしゃられたように、自分の市役所の仕事をおしてまで、余りにも過剰的

なとかっておっしゃって懸念されましたけれど、それも一つの給料をもらってやるんでしょう。

ボランティアとしてやっているわけじゃないですよね。だから、そこまで懸念する必要はないん

じゃないかなと思います。 
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○協働交通政策班長（江川佳徳） 

  そういうことでそのとおりです。ですから、一般職がいるとやはり常勤とかなりますものです

から、管理しよくっていうところで考えております。 

○地域協働課長（岡部輝幸） 

  補足させていただければ、おっしゃるように結局市の職員も地域の一因でございますので、や

はり一緒になってやってくださいということで、職員には私どもは申し上げて、研修のほうもさ

せていただいているというところでございます。 

○会長（黒﨑洋介） 

  どうぞ。 

○委員（里美保規） 

  里美ですけど、ついでに議会の中もいわゆる議員の人たちはこのまちづくり云々についてはど

れぐらい、理解しているんですか。問題は、いわゆる私たちの声を聞いて反映させるのが議員で

すから、いわゆる地元の議員の人たちもこのコミュニティまちづくりについての理解と、そして

また今後のいわゆる平田市のこのいわゆる先の将来像を見たときに、この議員連中はどれぐらい

のこのことについて、今理解をしてどうやろうかということまで具体的にもし議会の中でそんな

話が出ておれば、今わかっておる進捗状況だけでも結構ですので、できればもう議員の人たちも、

当然議会と市民と行政がこれはもう三位一体でせんばいかんことですから、そういった部分につ

いてはどうなんでしょうか。 

○総務部長（岡康則） 

  私のほうからお答えさせていただきますけれども、ちょっと南部地区、この前御説明させてい

ただいたときに、金もわからん、何をするかわからんとか、その後みんな議員さん来ていらした

ので知っておりますので、そういうところで市民はこう考えているじゃないのと、あなたたちが

しっかりしなければもう説明しても理解してもらえないよとか、そういう話をずっとされており

ます。 

 そういう中で１２月議会においては一般質問も二、三名の方からこの件につきましては質問が

ございました。そういう中で、私たちの気持ちとしては今後こうやって進めていきますよという

ことを話しております。ただ、現在のところ私たちが説明できる範囲の部分につきましては議員

の皆様には御説明しておりますので、それは十分理解していると思います。ただ、これ新しい取

り組みでございますので、やはり地域の皆様と話していく中で変わっていく部分もあろうかと思

います。その部分につきましては今後変わるたびに御説明をしていきながら、また意見もいただ

きながら一緒になって進めていこうというふうに私どもは考えおるところでございます。 

○会長（黒﨑洋介） 
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  ありがとうございました。どうぞ。 

○委員（大浦正巳） 

  大浦ですけど、いろいろ市役所のほうから話に来られるんですけれども、目的は人口減少の歯

どめと言われるんですけれども、率直にいってこういうふうな新しいコミュニティをつくって人

口が減少を歯どめしていくということもちょっと難しかといえば難しかっちゃないかなと私なり

に思うんですけれども、またほかにも限界集落とかいろいろテレビで言われよるですけれども、

やっぱそれを歯どめしていくためには、先ほど事例は聞いたですけれども、そういうふうな先行

事例も表に出して積極的に進むか、ほかにもなにか人口減少になるような施策がないものかなと

いうふうな感じを思うんですけれども、そこらあたりどうですかな。 

○総務部長（岡康則） 

  よございますか。このコミュニティづくり自体は人口減少対策で行っている部分じゃないです

ね。人口が減少していく中で集落としての機能を果たせなくなったりとか、やはりなかなか町が

機能しなくなる。それを、今１６３自治体ありますけども、やはり機能しなくなった自治体が出

てきたらやはりそこに住んでいる方は困りますので、もう少し大きな枠組みでもやはり集落を維

持していこうと、そういうまとまりを少し大きなまとまりでもつくっていって、今ある機能はや

はり果たしていこうと。そういう地域をつくっていきたいということでコミュニティづくりを進

めているわけでございまして、人口減少対策は人口減少対策として財務部のほうでちょっと持っ

ているんですけれども、定住対策、雇用促進とか幾つかございますけれども、そういう部分で現

在考えております。 

 ３月議会には幾らか事業が出てくるのではなかろうかというふうに考えております。私ども地

域協働課のほうとしては定住を持っておりますので、定住に向けた補助制度ということで一応財

政のことを話して、予算のほうには組み込めるような方向で今お話をさせていただいているとい

う状況でございます。 

 それと、また地域おこし協力隊って結構新聞とかテレビで見た方はいらっしゃるかと思います

けれども、そういうところも来年度は８名ほど入れながら、それでやはりよそから８名でもふえ

れば人口はふえますので、そういうこともやりながらそういう方々が定住していただくような取

り組みもしていこうというところで、それはコミュニティとは別の方向でやっていこうというふ

うには考えております。というのが、コミュニティはちょっと少子化対策のためのコミュニティ

じゃないというとこだけちょっと御理解していただければと思います。 

○会長（黒﨑洋介） 

  ありがとうございます。ほかに。それでは、このコミュニティ取り組みの協議についてはこれ

で終了させていただきたいと思います。 
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 最後になりましたからその他の件で何か皆様方から御意見ございませんか。事務局から何かあ

りませんか。 

○協働交通政策班長（江川佳徳） 

  ございません。 

○会長（黒﨑洋介） 

  ございませんか。それでは、本日の議事については、これで終了させていただきます。委員の

皆様方には大変貴重な御意見をいただきましてまことにありがとうございました。これからも、

この審議会の役割を十分果たしていけるように皆様方の御協力をお願いいたします。 

 本日の会議を閉めさせていただきます。本当にありがとうございました。 

 


